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船舶事故調査報告書 

 

                              令和８年５月１３日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

委   員  伊 藤 裕 康（部会長） 

                         委   員  上 野 道 雄 

                         委   員  高 橋 明 子 

 

事故種類 乗組員死亡 

発生日時 令和７年５月２０日 ０１時００分頃 

発生場所 島根県海士
あ ま

町中
なか

ノ島南東方沖 

 知々
ち ち

井
い

岬灯台から真方位１３２°８.０海里（Ｍ）付近 

（概位 北緯３５°５９.２′ 東経１３３°１６.５′） 

事故の概要  漁船第一浦郷
うらごう

丸が漂泊中、作業中の甲板員が落水して死亡した。 

事故調査の経過  令和７年５月３０日、本事故の調査を担当する主管調査官（広島事

務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

漁船 第一浦郷丸、１９トン 

 ＳＮ２－３１１６（漁船登録番号）、浦郷水産株式会社（Ａ社） 

 ２１.５５ｍ（Lr）×６.０６ｍ×１.７３ｍ、ＦＲＰ 

ディーゼル機関、８０９.００kＷ、令和２年２月１０日 

第２９１－４４７８８号（船舶検査済票の番号） 

（写真１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

写真１ 本船 

 乗組員等に関する情報 船長 ３６歳 

 一級小型船舶操縦士 

 免許登録日  平成２７年３月３１日 

  免許証交付日 令和６年４月１５日 

         （令和１２年３月３０日まで有効） 

甲板員 ４１歳 

 操縦免許 なし 

 死傷者等 死亡 １人（甲板員） 

 損傷 なし 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、視界 良好 
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甲板員落水場所（後述）の北北東方約１３.４Ｍに位置する

隠岐
お き

の島町西郷
さいごう

気象観測所における観測値は、次のとおりであっ

た。 

 

海象：波高 約２ｍ（気象庁の沿岸波浪実況図による有義波高（５月

１９日２１時及び２０日０９時）） 

気象庁ウェブサイトの日別海面水温によれば、隠岐諸島付近の海面

水温は、約１６.０℃であった。 

大阪管区気象台によれば、山陰沖西部には、海上風警報（最大風速

２８ノット以上３４ノット未満）が次のとおり発表されていた。 

１９日２１時観測 １９日２３時３５分発表 

山陰沖西部では 南西の風が強く 最大風速は ３０ノット（１５

メートル） ２０日０９時までに次第に弱まる見込み 

 
項目 

時刻 
気温 
(℃) 

風向・風速 

平均 最大瞬間 

風向 
風速 
(m/s) 

風向 
風速 
(m/s) 

（19日）

22:00 

21.2 西南西 10.4 西南西 16.1 

23:00 21.2 西南西 9.3 西南西 14.8 

23:30 21.3 西南西 8.7 西南西 13.6 

24:00 21.5 西南西 8.8 西南西 14.5 

（20 日） 

00:30 

21.5 西南西 8.3 西南西 12.4 

01:00 21.3 西南西 8.7 西 12.9 

01:30 21.4 西南西 7.4 西 13.0 

02:00 21.8 西 8.6 西 15.1 

 事故の経過  本船は、まき網船団の網船で、船長及び甲板員ほか１０人が乗り組

み、５隻の僚船と共に操業の目的で、令和７年５月１９日１８時１５

分頃、西ノ
に し の

島町西ノ島浦郷
うらごう

港を出航した。 

まき網船団は、２０時頃、中ノ島から南東方８.０Ｍ付近にある漁

場に到着し、操業を開始した。 

まき網船団は、２０日００時５０分頃に１回目の操業及び漁獲物の

回収を終え、漂泊しながら２回目の操業の準備を開始した。このと

き、本船の船首が北東方に向いた状態であり、本船が風波の影響下で

も一定の海域にとどまる
．．．．

ことができるよう、曳船
ひきぶね

である僚船（以下

「僚船Ａ」という。）と本船との間にロープをとって、僚船が本船を

支えていた。（図１参照） 
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図１ 本船と僚船Ａの位置関係 

 

船長は、本船と僚船Ａとの間にあるロープの結合を解くために、操

舵室から遠隔操作で舷側にあるウィンチを操作していた。 

本船の後部甲板では、船長の指示に基づき甲板員及び外国人技能実

習生２人（以下「実習生Ａ１」及び「実習生Ａ２」という。）が次回操

業における投網の準備のために、甲板上に取り外し可能な木製の座板
ざ い た

を敷く作業（以下「本件作業」という。）を行っていた。また、他の

乗組員は、船体中央部及び前部甲板で漁網の整理に当たっていた。 

本船の後部甲板には、漁網を船尾から巻き揚げるためのネットロー

ラーが設置されており、同ローラーは両舷の間に設置されたレールの

上を移動できる構造になっていた。 

本件作業は、後部甲板から投網する際、後部甲板上面から約６０ 

cm の深さに設置されたレールに網が引っ掛からないように同レールを

座板で覆い、後部甲板上面を平面状態にする作業であった。 

甲板員は、作業用救命衣を着用せず、また、墜落制止用器具を装着

しないで、‘右舷端から船体中央へ向かって約９０cm の位置にある既

に設置された座板の上’（以下「本件監督位置」という。）に立って、

後部甲板の船尾部付近で実習生Ａ１及び実習生Ａ２が行う本件作業を監

督した。 

実習生Ａ１は、本件作業を行う上で、ネットローラーが移動する 

レール上に立ち、大腿
たい

部を後部甲板上面に押し当て、体を支えてい

た。 

（図２、写真２及び写真３ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

僚船Ａ 

本船 

約 80ｍ 

風波の方向 
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図２ 本船の後部甲板における配置（概要） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真２ 本船の後部甲板の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ネットローラー ネットローラーが 

移動するレールの位置 

（座板を設置する位置） 

本件監督位置 

（後述） 

船尾 

約９０cm 

ネットローラー 

係船柱 

揚網用ローラー 

漁網の配置場所 

揚網用ローラー 

船首側 
実習生Ａ１ 

実習生Ａ２ 
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写真３ 本件作業時の甲板員等の配置 

（再現：甲板員は事故当時、作業用救命衣は未着用） 

 

甲板員は、本件監督位置で実習生Ａ１及び実習生Ａ２が座板を設置す

る作業を監督していたところ、０１時００分頃、本船が左舷方から波

を受けて動揺した際、右舷船尾部から落水した。（図３参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 事故発生場所概略図 

 

実習生Ａ１は、船体中央部付近で別の作業に当たっていた他の乗組

員に向かって甲板員が落水したことを伝え、船長は、これらの乗組員

を経由して甲板員が落水したことを知った。 

知々井岬灯台 

事故発生場所 

西ノ島 

別府港 

甲板員 実習生Ａ１ 

実習生Ａ２ 

座板 

ネットローラー 

本件監督位置 

鳥取県 

隠岐の島 

島根県 

西ノ島 島後 

事故発生場所 

（令和７年５月２０日 

０１時００分頃発生） 

浦郷港 

島後 

中ノ島 

中ノ島 

知夫里島 
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甲板員が仰向けの姿勢で浮いており、実習生Ａ１及び実習生Ａ２は、

甲板員に向かって救命浮環を投げたところ、甲板員が同救命浮環に手

を伸ばしたが届かず、その後、本船と甲板員との距離が徐々に離れ、

甲板員の姿を見失った。 

船長は、直ちに無線で僚船に甲板員が落水したことを伝えるととも

に、携帯電話で１１８番通報した。 

船長は、甲板員の捜索を行うために、直ちに僚船Ａとの間のロープ

の結合を解き、周囲の僚船は、船外作業灯や集魚灯を点灯させた上

で、落水した甲板員の捜索に当たった。 

まき網船団は、甲板員の捜索を行っていたところ、０１時２０分頃

に甲板員を発見した。 

甲板員は、本船からの呼び掛けに反応を示したが、本船は、風波の

影響で甲板員に接近するのに手間取った。 

本船は、接近させるのに時間を要し、０１時３０分頃、海面でうつ

伏せ状態の甲板員を船上に引き上げたが、甲板員の意識はなかった。 

船長は、１１９番通報して救急車を要請するとともに、乗組員にＡ

ＥＤ（自動体外式除細動器）や心臓マッサージによる心肺蘇
そ

生を行わ

せながら本船を操船して西ノ島に向かった。 

本船は、０３時２５分頃、西ノ島別府
べ っ ぷ

港の岸壁に到着し、甲板員

は、待機していた救急車によって西ノ島町の病院に搬送され、０４時

０８分頃、医師によって次のとおり検案された。 

死亡が確認された時刻：２０日０４時０８分 

直接の死因：溺水 

 その他の事項 (1) 本事故当時の状況 

船長、実習生Ａ１及び実習生Ａ２によれば、次のとおりであっ

た。 

① 甲板員は、本事故当時、合羽の上衣、胴長を着用していた。 

② 甲板員は、本事故当時、本件監督位置で作業及び監督に当た

っていた。なお、船長は、甲板員が本件作業を監督するため

に、船尾部付近に近づく場合があることは知っていたが、本件

監督位置のように、舷端付近や船尾端付近に甲板員が立ってい

たことは知らなかった。 

(2) 甲板員に関する情報 

① 船長によれば、次のとおりであった。 

・甲板員は、約７年前から本船に甲板員として乗船しており、

後部甲板でまき網漁の監督を任せられる中堅の乗組員として

後部甲板での作業監督や外国人技能実習生の指導を行ってい

た。 

・甲板員は、寒い時期には、本船に搭載している作業用救命衣

を着用していたが、暖かい時期や、体を動かすことで暑さを
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感じたときは、作業用救命衣を着用しないまま作業すること

があった。（写真４参照） 

 

 

 

 

 

 

 

写真４ 本船に搭載している作業用救命衣 

 

② 実習生Ａ１及び実習生Ａ２によれば、次のとおりであった。 

・甲板員は、後部甲板で実習生Ａ１及び実習生Ａ２が本件作業を

行う際は、ふだんから、本事故当時と同様に、本件監督位置

で作業及び監督に当たっていた。 

・実習生Ａ１及び実習生Ａ２は、船長の指導に従い、暴露甲板上

で作業をする際は、作業用救命衣の着用が必要であることを

理解しており、ふだんから着用していた。 

・実習生Ａ１及び実習生Ａ２は、甲板員が作業用救命衣を脱いだ

際、自身らを監督している甲板員に注意することにためらい
．．．．

があり、着用を促す声掛けは行っていなかった。 

(3) 本船の後部甲板等の状況 

本船の船尾部には、投網の妨げとなるため、ブルワークやハン

ドレールは設置されておらず、バランスを崩した際に体を支える

構造物はなかった。（写真５参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真５ 本船の後部甲板の状況 

 

(4) まき網船団等の操業に関する情報 

まき網船団は、これまでも本事故発生時と同様の気象及び海象

条件で操業していた。 

ネットローラー 
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(5) Ａ社による指導状況に関する情報 

Ａ社担当者によれば、次のとおりであった。 

・Ａ社では、まき網船団が帰航した際、Ａ社担当者が船員及び操

業の状況を確認する目的でまき網船団を訪船していた。その

際、船長から、甲板員が作業用救命衣を着用しないまま甲板上

で漁ろう作業に従事していることがある旨を聞いていた。 

・Ａ社では、甲板員を含むまき網船団の乗組員に対し、作業用救

命衣の必要性と着用について直接説明するなどして指導を行っ

ていた。 

・Ａ社担当者は、本事故発生当日、まき網船団の出航作業の支援

で係留場所を訪れ、乗組員に対し、作業用救命衣の着用徹底を

指導していた。 

(6) その他の情報 

船員法（昭和２２年法律第１００号）及び船員労働安全衛生規

則（昭和３９年運輸省令第５３号）では、船舶所有者は、甲板上

で漁ろう作業を行わせる場合、作業従事者に作業用救命衣を使用

させることが、また、船員は、漁ろう作業において作業用救命衣

の使用を命ぜられたときは同救命衣を使用しなければならないこ

とが規定されている。 

船長は、ふだんから甲板員を含む本船乗組員に対し、作業用救

命衣を着用するよう指導していたが、船長が操舵室で操船等を 

行っている場合には、甲板上で作業用救命衣を着用していない甲

板員を見ても直ちに注意することはできなかった。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

なし 

あり 

(1) 甲板員は、溺水により死亡した。 

(2) 甲板員は、次のことから漂泊中の本船からバランスを崩して落

水したものと考えられる。 

① 本船は、波高約２ｍの波の中で漂泊していたことから、船体

の横揺れ等が発生していた。 

② 甲板員は、同様の海象及び波高の中で、これまで漁ろうに従

事していたことから、本事故発生時と同様の環境下での作業に

慣れていたものと考えられる。 

③ 甲板員は、ふだんから本件監督位置に立っており、本事故当

時も本件監督位置において本件作業を監督していたものと考え

られる。 

④ 本件監督位置には、体を支えたり、つかまったりするブル 

ワークやハンドレールが設置されていなかった。 
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なお、甲板員が本件監督位置に立っていた理由については、実

習生Ａ１及び実習生Ａ２から詳しい情報を得られず、また、甲板員

が本事故で死亡していることから、明らかにすることはできな 

かった。 

(3) 甲板員が、作業用救命衣を着用していなかったことは、落水し

た際に十分な浮力を得られず、顔面を水面上に維持できなくな

り、溺水に至ったことに関与した可能性があると考えられる。 

(4) 甲板員は、本事故以前にも、暖かい時期や体を動かすことで暑

さを感じたときは作業用救命衣を着用しないまま作業することが

あったことから、本事故当時も同様の理由で作業用救命衣を着用

していなかった可能性があると考えられるが、甲板員が本事故で

死亡していることから、作業用救命衣を着用しなかった理由を明

らかにすることはできなかった。 

(5) 甲板員は、実習生の指導的立場にあり、実習生Ａ１及び実習生 

Ａ２は、自身を指導する甲板員に対して注意することにためらい
．．．．

が

あり、作業用救命衣の着用について甲板員に助言することは困難

であった可能性があると考えられる。 

(6) (1)～(5)から、甲板員は、本件作業中、本件監督位置から落水

し、溺死したものと考えられる。 

原因 本事故は、夜間、波高約２ｍの状況下、本船が漂泊中、本件作業の

監督を行っていた甲板員が、作業用救命衣を着用しないまま本件監督

位置に立っていたため、船体動揺によって落水し、その後、溺水した

ことにより発生したものと考えられる。 
再発防止策 

 

 Ａ社は、本事故後、乗組員に作業用救命衣の着用を徹底するよう指

導し、また、所有船舶において甲板上の滑り止め塗装の実施及び救命

浮環の追加配置を行った。 

 今後の同種事故等の再発防止及び被害の軽減に役立つ事項として、

次のことが考えられる。 

・漁船の乗組員は、甲板上で作業を行う場合は、作業用救命衣を着

用すること。 
・漁船の船長等は、乗組員の作業用救命衣の着用について、日頃か

ら指導を徹底すること。 
・漁船の乗組員は、船内で不安全な行動等を見聞した場合には、相

互に注意喚起を行うこと。 
・漁船の船長は、乗組員の作業状況を把握し、乗組員が落水しない

よう安全な作業位置や作業方法を指導すること。また、漁船の所

有者は、漁ろう作業等の甲板上で実施する作業に伴う落水のリス

ク評価を行い、転落を防止するための設備を適切に設置するこ

と。 
 


